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図１－15 労働安全衛生マネジメントシステムの仕組みとリスクアセスメント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 労働安全衛生マネジメントシステムとは 
 
労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS： Occupational Safety & 

Health Management System）とは、事業者が労働者の協力の下に「計画（Plan）
－実施（Do）－評価（Check）－改善（Act）」（PDCA）という一連の過程を

定めて、連続的かつ継続的な安全衛生管理を自主的に行うことにより、事業場

の労働災害の防止を図るとともに、労働者の健康の増進及び快適な職場環境の

形成の促進を図り、事業場における安全衛生水準の向上に役立つことを目的と

した新しい安全衛生管理の仕組みのことをいいます。 
よく耳にする品質マネジメントシステム QMS（Quality Management 

System）、環境マネジメントシステム EMS（Environmental Management 
System）の労働安全衛生版とお考えください。 

経営トップによる安全衛生方針の表明 
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